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【手続補正書】
【提出日】平成22年9月21日(2010.9.21)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信端末装置から発信されるメッセージおよび該メッセージの配信先を指定する配
信先指定情報ならびに該メッセージの取り扱い方を指定する利用サービス指定情報を受信
する情報受信手段と、前記情報受信手段により受信された前記利用サービス指定情報が前
記配信先指定情報によって指定された配信先におけるメッセージの取得に先立って当該メ
ッセージの蓄積を行なうメッセージ蓄積サービスの履行を要求するメッセージ蓄積サービ
ス要求を含むか否かおよび該メッセージ蓄積サービス要求情報が前記メッセージの発信に
係る移動通信端末装置の加入者における正規の利用サービスに該当するか否かをそれぞれ
識別する利用サービス識別手段と、前記利用サービス識別手段が当該受信した利用サービ
ス指定情報にメッセージ蓄積サービス要求情報が含まれ且つ該メッセージ蓄積サービス要
求情報が正規の利用サービスに該当するものであることを識別したときには前記メッセー
ジおよび配信先指定情報ならびに利用サービス指定情報を蓄積するメッセージ情報蓄積手
段と、前記メッセージ情報蓄積手段に蓄積された前記配信先指定情報に基づいて該当する
配信先に当該メッセージが蓄積されたことを通知する通知手段と、前記通知手段による通
知を受取った配信先が前記メッセージ情報蓄積手段に蓄積されたメッセージを取得するこ
とを可能にする情報供給手段と、を備えていることを特徴とする通信メッセージ蓄積配信
装置。
【請求項２】
　前記情報受信手段は、前記メッセージおよび前記配信先指定情報ならびに前記利用サー
ビス指定情報を異なるタイミングで受信可能に構成されていることを特徴とする請求項１
に記載の通信メッセージ蓄積配信装置。
【請求項３】
　前記情報供給手段は、前記配信先指定情報によって指定された配信先から前記通知手段
による当該メッセージが蓄積された旨の通知を待たずに前記メッセージ情報蓄積手段に蓄
積されたメッセージを取得する要求を受信したときには、該要求に係る配信先に当該メッ
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セージを供給するように構成されていることを特徴とする請求項１に記載の通信メッセー
ジ蓄積配信装置。
【請求項４】
　前記情報供給手段は、該当する前記配信先に前記メッセージ情報蓄積手段に蓄積された
メッセージをストリーミング配信するように構成されていることを特徴とする請求項１に
記載の通信メッセージ蓄積配信装置。
【請求項５】
　前記メッセージ情報蓄積手段は、前記配信先指定情報によって限定される配信先以外の
装置からアクセス可能な公開メッセージ蓄積領域と結ばれ、前記情報供給手段は、前記公
開メッセージ蓄積領域から該当する装置に当該メッセージを供給し得るように構成されて
いることを特徴とする請求項１に記載の通信メッセージ蓄積配信装置。
【請求項６】
　前記メッセージ情報蓄積手段に蓄積されたメッセージについて、前記配信先指定情報に
よって特定される配信先毎に規制された形態で当該蓄積されたメッセージの編集処理を許
容するメッセージ編集規制手段を更に備えていることを特徴とする請求項１に記載の通信
メッセージ蓄積配信装置。
【請求項７】
　前記メッセージ編集規制手段は、前記配信先指定情報によって特定される配信先の属す
るグループ毎に規制された形態で当該蓄積されたメッセージの編集処理を許容することを
特徴とする請求項６に記載の通信メッセージ蓄積配信装置。
【請求項８】
　前記利用サービス識別手段は、当該利用サービス指定情報が前記配信先指定情報によっ
て指定された配信先に当該メッセージが蓄積されていることを通知するタイミングを表す
通知タイミング情報を含むものであるときには該通知タイミング情報を判読するように構
成され、前記通知手段は、前記利用サービス識別手段による該通知タイミング情報の判読
結果に対応するタイミングで当該メッセージが蓄積されていることを通知するように構成
されていることを特徴とする請求項１に記載の通信メッセージ蓄積配信装置。
【請求項９】
　前記情報受信手段は、移動通信網内の加入者情報管理装置から加入者情報を取得可能に
構成され、前記通知手段は、前記情報受信手段が取得した当該配信先に係る加入者情報に
よってこの配信先が通信可能な状態にあることが認識されるときに当該メッセージが蓄積
されていることを当該配信先に通知するように構成されていることを特徴とする請求項１
に記載の通信メッセージ蓄積配信装置。
【請求項１０】
　前記通知手段は、前記配信先指定情報によって指定された当該メッセージの配信先にＳ
ＭＳ（ショートメッセージサービス）を利用して当該通知を行なうように構成されている
ことを特徴とする請求項１に記載の通信メッセージ蓄積配信装置。
【請求項１１】
　前記利用サービス識別手段は、当該利用サービス指定情報が前記配信先指定情報によっ
て指定された配信先の通信能力に関する仕様を表す仕様情報を含むものであるときには該
仕様情報を判読するように構成され、前記情報供給手段は、該判読された仕様情報に応じ
た態様で当該配信先にメッセージを供給するように構成されていることを特徴とする請求
項１に記載の通信メッセージ蓄積配信装置。
【請求項１２】
　音声によるメッセージを含む発信対象のメッセージを入力するためのメッセージ入力手
段と、前記メッセージ入力手段から入力したメッセージの配信先を指定する配信先指定情
報を外部操作に応じて形成する配信先指定操作手段と、前記メッセージ入力手段から入力
したメッセージの取り扱い方を指定する利用サービス指定情報を外部操作に応じて形成す
る利用サービス指定操作手段と、前記メッセージ入力手段から入力されたメッセージおよ
び前記配信先指定操作手段への操作に応じて形成された配信先指定情報ならびに前記利用
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サービス指定操作手段への操作に応じて形成された利用サービス指定情報を自装置に対応
する通信メッセージ蓄積配信装置に送信する信号送信手段と、前記通信メッセージ蓄積配
信装置におけるメッセージ情報蓄積手段に蓄積された配信先指定情報に基づいて該当する
配信先に当該メッセージが蓄積されたことを通知する通知手段からの通知を受信する受信
手段と、前記受信手段で受信した通知に応じて前記通信メッセージ蓄積配信装置における
メッセージ情報蓄積手段に蓄積された当該メッセージを取得するための蓄積メッセージ取
得手段と、を備えていることを特徴とする移動通信端末装置。
【請求項１３】
　前記利用サービス指定操作手段は、前記通信メッセージ蓄積配信装置におけるメッセー
ジ蓄積手段の蓄積メッセージに対する編集処理を行なう権限の形態に対応して規定された
グループの何れに自装置が属するかを表すグループ識別情報を形成するための操作部を含
むものであることを特徴とする請求項１２に記載の移動通信端末装置。
【請求項１４】
　前記利用サービス指定操作手段は、前記通信メッセージ蓄積配信装置における通知手段
が前記配信先指定情報によって指定された配信先へ当該メッセージが蓄積されていること
を通知するタイミングを指定する通知タイミング情報を形成するための操作部を含むもの
であることを特徴とする請求項１２に記載の移動通信端末装置。
【請求項１５】
　移動通信端末装置から発信されるメッセージおよび該メッセージの配信先を指定する配
信先指定情報ならびに該メッセージの取り扱い方を指定する利用サービス指定情報を受信
し、該受信された前記利用サービス指定情報が前記配信先指定情報によって指定された配
信先におけるメッセージの取得に先立って当該メッセージの蓄積を行なうメッセージ蓄積
サービスの履行を要求するメッセージ蓄積サービス要求を含むか否かおよび該メッセージ
蓄積サービス要求情報が前記メッセージの発信に係る移動通信端末装置の加入者における
正規の利用サービスに該当するか否かをそれぞれ識別し、該識別の結果が何れも肯定的で
あったときには前記メッセージおよび配信先指定情報ならびに利用サービス指定情報を蓄
積し、該蓄積された前記配信先指定情報に基づいて該当する配信先に当該メッセージが蓄
積されたことを通知し、当該通知を行なった配信先が前記蓄積されたメッセージを取得す
ることを可能にすることを特徴とする通信メッセージ蓄積配信方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００２】
　従来より携帯電話のような移動通信端末装置による音声通信やＡＶ通信（テレビ電話）
のようなメッセージサービスにおいて、着信者の所在が圏外であったり、ユーザ設定によ
って或いは電源が尽きている等々の理油によって不応答の状態にあるときには、留守番電
話サービスによって当該メッセージを所定の蓄積装置に一時的に蓄積しておき、移動通信
端末装置が応答可能な状態に復帰したときに、当該メッセージをその移動通信端末装置に
供給するといったサービスが普及している。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　上記課題を解決するべく、本願では次に列記するような装置および方法を提案する。
　即ち、本発明による一つの通信メッセージ蓄積配信装置は、移動通信端末装置から発信
されるメッセージおよび該メッセージの配信先を指定する配信先指定情報ならびに該メッ
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セージの取り扱い方を指定する利用サービス指定情報を受信する情報受信手段と、前記情
報受信手段により受信された前記利用サービス指定情報が前記配信先指定情報によって指
定された配信先におけるメッセージの取得に先立って当該メッセージの蓄積を行なうメッ
セージ蓄積サービスの履行を要求するメッセージ蓄積サービス要求を含むか否かおよび該
メッセージ蓄積サービス要求情報が前記メッセージの発信に係る移動通信端末装置の加入
者における正規の利用サービスに該当するか否かをそれぞれ識別する利用サービス識別手
段と、前記利用サービス識別手段が当該受信した利用サービス指定情報にメッセージ蓄積
サービス要求情報が含まれ且つ該メッセージ蓄積サービス要求情報が正規の利用サービス
に該当するものであることを識別したときには前記メッセージおよび配信先指定情報なら
びに利用サービス指定情報を蓄積するメッセージ情報蓄積手段と、前記メッセージ情報蓄
積手段に蓄積された前記配信先指定情報に基づいて該当する配信先に当該メッセージが蓄
積されたことを通知する通知手段と、前記通知手段よる通知を受取った配信先が前記メッ
セージ情報蓄積手段に蓄積されたメッセージを取得することを可能にする情報供給手段と
、を備えていることを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５１】
　ここにメッセージ編集規制手段は、図２の実施の形態において、メッセージ蓄積配信制
御部２０１の管理下でアクセス制御部２０６がメッセージの編集処理を許容する場合の形
態を規制する機能を営むように構成することによって実現される。編集処理の種別とその
規制については、図６を参照して後述する。
　このような構成を採る通信メッセージ蓄積配信装置２００では、配信先毎に（着信者毎
に）規制された権限をもって、蓄積されたメッセージに対して、例えば、削除や内容の改
訂等々の編集処理を許容するようにして、発信者から着信者に単に一定のメッセージを配
信するだけの機能を超えて、メッセージの授受に係る参加者によるメッセージの加工ない
し管理を可能にしたメッセージの配信網を構築することができる。
　また特に、前記メッセージ編集規制手段（２０６，２１０）は、配信先指定情報によっ
て特定される配信先の属するグループ毎に規制された形態で当該蓄積されたメッセージの
編集処理を許容するような構成を採ることができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　（移動通信端末装置の構成）
　図３は、本発明の実施の形態としての移動通信端末装置の構成を表す機能ブロック図で
ある。
　この移動通信端末装置は、図１における移動通信端末装置１１０（１２０）に相応する
ものであるが、図３では、改めて参照符号３００を割り当て、各部について３００番台の
符号を適用している。
　本実施の形態の移動通信端末装置３００は、装置各部を統括的に管理し所謂システムコ
ントローラのように機能するメッセージ送受信制御部３０１がバス３０２を通して次に述
べる各機能部と結ばれて、メッセージの送受信その他の機能を営むように構成されている
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００６３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６３】
　以上の構成を有する本実施の形態の移動通信端末装置３００では、メッセージの着信先
（着信を意図した着信者側の移動通信端末装置。図１では移動通信端末装置１２０）が直
ちに通信を行なうことができる状態にあるか、或いは、圏外や電源オフの状態等々直ちに
は通信を行なうことができない等の何れの状態にあるかに依らずに、利用サービス指定操
作手段（３０１，３０３）に対する操作によって形成された利用サービス指定情報を信号
送信手段（３０１，３０５）から通信メッセージ蓄積配信装置（２００）に送信すること
によって、当該メッセージを通信メッセージ蓄積配信装置（２００）におけるメッセージ
情報蓄積手段に蓄積させることができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７４】
　更に、通信メッセージ蓄積配信装置（２００）では、ステップＳ７０３で移動通信端末
装置側から供給されたデータのうち、ユーザID、および、日時等の配信タイミングを表す
データをサービスプロファイル管理部２０４の発信者蓄積配信サービスプロファイルに反
映させる（ステップＳ７０６）。
　通信メッセージ蓄積配信装置（２００）では、サービスプロファイル管理部２０４での
ステップＳ７０６の処理に次いで、メッセージを蓄積するために、発信者メッセージ蓄積
部２０５にリソースの確保を要求するといったメッセージ蓄積の準備動作を実行する（ス
テップＳ７０７）。
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